市場経済化にともなう焼畑農耕社会の変容をめぐる生態人類学的研究 -ベンバ社会の事例 by 大山, 修一
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世帯番凶 世帯の特徴 実質消費 82年度 83年度 82年＋83年82年と83年（B）1（A）
成員数（A｝ チテメネ チテメネ チテメネ 平均（B）
耕作面積 耕作面積 面積の合計
1年長者の世帯（前村長） 4。O人 36a 34a 70a 35．Oa 8．8
2女性世帯 3．6 42 34 76 38．0 10．6
3年長者の世帯（現村長 32 34 23 57 28．5 8．9
4女性世帯 2．2 35 29 64 32．0 14．5
5女性世帯 1．8 27 44串 71
6青・壮年の世帯 3．3 70＊ 63串 133 102．O 12．O
7世帯5に寄食 3．4 一 『 一










11宵・壮年の世帯 1．8 76＊ 56＊ 132 66．0 36．7
（婚資労働中）
12夫は多妻婚者 3．3 20 28 48 24．0 7．3































































世帯番 世帯の特徴 実質消費 94年度 95年度 94年＋95年94年と95年（B）1（A）
成員数（A） チテメネ チテメネ チテメネ 平均但）
耕作面積 耕作面稜 面積の合計
1女性世帯 3．6人 32a 61a 93a
2夫は婚資労働中，世帯1に寄食 1．8 一 一 『 65a 9．Oa
3膏・壮年の世帯，世帯1に寄食 1．8 一 37 37
4女性世帯 4．3 41 48 89 45a 10．5
5世帯4の妻と離嫡した前夫． 1．O 一 一 一 0
6女性世帯 1．8 38 38 76 38 21」
7青・壮年の世帯 6．0 100 79 179
8女性世帯，世帯7に寄食 2．2 一 一 』 90 9．0
9青・壮年の世帯，世箒7に寄食 1．8 一 ｝ 　10管・壮年の世帯 6．5 36 66 102 51 7．8
11青・壮年の世帯 5．3 41 54 95 48 9．1
12女性世帯 0．8 29 37 66 33 41．313女性世帯 6．5 23 42 65 33 5．1
14青・壮年の世帯 3．6 62 40 102 51 14．2
（世帯3が94年まで婚資労働）
15青・壮年の世帯 2．9 22 41 63 32 11．0
（94年には多妻婚者）
16女性慢帯 7．O 52 59 111 56 8．O
17青・壮年の世帯 5．3 43 38 81 41 7．7































世帯番 世帯の特徴 実質消費 施肥した 施肥した 自一ン返済蔓求量 耕作面積 トウモロコシ 実劇ご返済したト 可処分トウモロ （D）1〔A｝
成員数 配合肥料 尿素肥麟 トウモロコシ袋数 収穫の推定量 ウモロコシ袋数 コシ量k9（D｝
（A） 50k9袋数50k9袋数 （50kg） kg〔B｝ （50k9｝｛C） ＝｛B）・50X｛C｝
1女性世帯 3．6人 4 4． 34 59a 2950 16．3 4430620
2夫は婚資労働中，世帯1に寄食 t8 一 一 一 31． 1480 一 一
3青・壮年の世帯，世帯1に寄食 t8 一 一 一 17 810 一 一
4女性世帯 4．3 一 一 一含1 51 2440 7．7．　　2050 480
5世帯4の妻と離婚した前夫 to 2 2 17 89 4580 ，4 38803880
6女性世帯 t8 3 3 26 75 3580 i8 2680噌490
7青・壮年の世帯 6．0 2 2 17 52 2450 6 2150220
8女性世帯，世帯7に寄食 2．2 一 ｝ 一 一 一 一 一
9青・壮年の世帯，世帯7に寄食 ．t8． 一 一 一 一 一 一 一
10青・壮年の世帯 6．5． 3 3 26 93 4410 12 3810590

















14青・壮年の世帯 3．6 3 3 26． 122 5760 9 5310濯480
（世帯3が94年まで婚資労働）
15管・壮年の世帯 2．9 1 1 8 52 2450 2 2350810
（94年には多妻婚者）
16女性世帯 7．O 3 3 26　　壷1 85 4040 8．0 3640520
17青・壮年の世帯 5．3 2 2 一　　嚢2 80 3680 ．o 368069C
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り耕作に従事していた世帯は少なかった｡ このカテゴリー に該当する村は, ムピカ
の町とのアクセスが良く,トラックによって化学肥料が運搬されていた｡20%以上
の世帯が化学肥料を入手し,ファームでトウモロコシを栽培していた｡しかし, そ
の比率が50%未満であったのは,世帯数に対して化学肥料の供給量が不足していた
のか,村びとが化学肥料の入手に意欲的ではなかったためだと考えられる｡
またこれらの村では,ミオンボ林の劣化や利用可能地の制限がみうけられた｡た
とえば8村(4,15,17-21,22番)ではミオンボ林の荒廃が深刻であり,3村(6-8番)
では再入植計画地(図4-3の上側中央の黄色の線内)によって土地利用が制限されてい
た.<カテゴリ-2>の村々では,ミオンボ林を ｢薄く広く｣利用するというベン
バの環境利用の特徴を保持するのが困難な状況になっていた｡
<カテゴリー3>両方の農耕システムを併存させている村 (3村)
-全世帯がチテメネとファームを2本立てで耕作している村
チテメネとファームを開墾する世帯の割合がともに80%以上であることから,ほ
ぼ全ての世帯がチテメネとファームを2本立てで造営していた｡このカテゴリー に
該当する3か村では,周辺村のなかでも化学肥料の供給状況が特殊であった｡13番
の村(ンドナ村)には肥料会社のコーディネータが居住しており,その配慮によって13
番と14番(ムレンガ･カプリ村)の村には化学肥料が優先的に供給されていた｡また1
番の村には,ムヒカ中央区選出の大物政治家が化学肥料を供給しており,化学肥料
は全世帯に行き渡っていた｡
3か村では,ほぼ全ての世帯がファームでトウモロコシを栽培しながらも,毎年
チテメネを造営していた｡1番の村では世帯の多くが,北側のダンボ沿いに居住地を
移動させ(図4-3),チテメネを開墾していたし,13番と14番の2村では, ほとん
どの世帯が道路沿いに定住したまま,チテメネを造営していた｡これは出作り小屋
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